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	応用
	抗原情報
	背景
	MUC1は、女性生殖器、肺、乳房、腎臓、胃、膵臓の様々な上皮細胞で発現するI型膜貫通糖タンパク質です。MUC1は大きな前駆遺伝子産物として転写され、翻訳後に小胞体で切断され、2つのサブユニット、すなわち大きな細胞外N末端サブユニット（MUC1-N、約120～200 kDa）と小さな細胞質C末端サブユニット（MUC1-C、約23～30 kDa）が生成されます。既知のムチンの中で、MUC1は最もよく研​​究されており、細胞増殖、アポトーシス、接着、浸潤など、多くの細胞特性の制御において重要な役割を果たしています。MUC1は、幅広いヒト上皮性悪性腫瘍で過剰発現しています。
	研究分野
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	CD227/MUC1（リン酸化Tyr1229）抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	CD227/MUC1（リン酸化Tyr1229）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	PMA 125 ng/ml 30分処理したHepG2細胞ライセートのCD227/MUC1（リン酸化Tyr1229）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

